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Ｐａｒαgo"z加皿ＳｍｚｙａＺａＡｉｉ，Ｐαγαgo"zmzJSmeSZer"zα"i，

況やその分布を充分に把握するには至っていない．

著者らの一部は兵庫県下のネコ259頭を対象としてそ

の寄生蠕虫類の調査を行った際,内３頭から宮崎肺吸虫，

１頭からウエステルマン肺吸虫の寄生を認め報告したが

(宇賀ら，1983)，その後さらに1397頭について調査した

結果，１５頭の肺吸虫寄生ネコを認めたので，これまでの

結果とあわせて報告する．

はじめに

本邦における肺吸虫に関する報告は数多く，特に人獣

共通感染症の原因寄生体である宮崎肺吸虫Ｐａｍｇｏ"加一

趣sllziyaza賊Ｋａｍｏ，Nishida，HatsushikaetTomimu‐

ra，１９６１およびウエステルマン肺吸虫Ｐ”αgo"〃"s

zuesZelwm"Z（Kerbert，1878）においてはその分布，分

類および発育史等に関する多くの報告がなされている．

従来肺吸虫の分布調査に際しては，第２中間宿主に寄

生するメタセルカリアが調べられ，その分布が次第に明

らかにされてきているが，終宿主における分布調査報告

は，その寄生率が低い点，多数の個体を確保するのが困

難な点，等の理由により限られている．宮崎（1955）は

佐賀，福岡および熊本各県のイタチ782頭中３頭（0.4

％）から，西田・初鹿（1960）は中国地方のイタチ501頭

中６頭（1.2％）から肺吸虫を（これらは後の調査でい

ずれも宮崎肺吸虫であると考えられている)，又初鹿

(1967）は山口県においてイタチ231頭中９頭（3.9％)，

兵庫県においてイタチ323頭中３頭（0.9％）に宮崎肺

吸虫の自然感染例を認め報告している．その他吉田ら

(1955）は兵庫県のイヌから，西田・初鹿（1960）は中国

地方のテンから肺吸虫を，そして初鹿（1967）は山口県

のイノシシから，波部ら（1977）は奈良県および高知県

のアナグマ，イヌから，HiraieZaZ．（1978）は愛媛県の

イノシシおよびタヌキから宮崎肺吸虫の自然感染例を報

告しているが，それらの報告は捕獲地が明確でないかあ

るいは調査頭数が少い等の点から終宿主における寄生状

調査方法

調査期間は1981年４月から1983年３月までの２年間で

ある．この間に神戸市を除く県下の各地区（Fig.１a）か

ら兵庫県動物管理事務所に搬入された迷いネコのうち推

定月齢３箇月以上のもの1656頭（雄745頭，雌911頭，平

均体重2.8kg）を対象として調査した．従ってこれらの

ネコは調査の直前まで飼ネコであったのか野良ネコであ

ったのかについては明らかでない．

搬入後炭酸ガスにて殺処分されたネコは体重，性別を

記録した後直ちに開胸し，肺および胸腔内の虫,体，虫嚢

の有無を観察し，虫体を採集した．虫裏内から得られた

虫体は，次に示す２法のうちいずれかの方法で封入標本

とした．すなわち①直ちに圧平後70％アルコールにて固

定，常法に従ってアラム・カルミン染色したもの，②す

ぐに処理できない虫体については，エタノール３容，酢

酸１容の混合液中で24時間固定後70％アルコールに保存

しておき，後日標本作製にあたっては虫体をアラム・カ

ルミン染色し，１％塩酸アルコール液中で脱色後圧平，

以後は常法に従って脱水，封入したものである．

過去においてメタセルカリアの分布を調査している多

くの報告者は，その調査地名を多数列挙しているが，県

下全域を対象とし，その現状を把握しようとする際個々

＊神戸大学医学部医動物学教室

↑兵庫県動物管理事務所

力国立予防衛生研究所寄生虫部
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Ｐαγαgo"〃zJs加ｉｙａｚａ賊Ｋａｍｏ，Nishida・Hatsushika

etTomimura,1961の，４頭(0.2％)からウエステルマン

肺吸虫Ｐａｒαgo"2ｍ"smesZeγ"jα"Z（Kerbert，1878）の

寄生を受けたネコが認められた（Tables１，２).それらは

Ｆｉｇ．１ａに示したＡからＨの記号を符した８市・町から

認められており，前述したFig.１ｂに示した分類法に従

うと東播地区から１市・４町，丹有地区から１町そして

但馬地区から２町であった（Tableｌ)．そこでこれら８

つの市・町についてさらに詳細に検討したところ，宮崎

肺吸虫は八千代（Fig.１ａのＡ地区)，加美（Ｂ)，中

(Ｃ)，黒田庄（Ｄ)，西脇（Ｅ）および柏原（Ｆ）から，

ウエステルマン肺吸虫は八千代（Ａ)，加美（Ｂ)，関宮

(Ｇ）および出石（Ｈ）から認められた．特に八千代，加

美両町のネコからは，宮崎およびウエステルマンの両種

肺吸虫が認められたが混合寄生のネコはみられなかっ

た．その寄生率は，調査頭数の少ない出石および関宮を

除き，八千代町における宮崎肺吸虫の寄生率16.3％が注

目された（Tableｌ)．都市部の阪神地区，西播地区およ

び淡路地区からは肺吸虫寄生のネコは認められなかっ

た．肺吸虫寄生のみられた19頭の個々の結果はＴａｂｌｅ２

に示す通りである．調査期間を通じた各月の調査頭数と

その陽性率は１月・112頭・０％，２月・９５頭・０％，

３月・145頭・0.7％，４月・８５頭．０％，５月・126頭

・0.8％，６月・189頭・1.6％，７月・135頭・2.2％，

８月・６６頭・0％，９月・143頭・0.7％，１０月・１８２

頭・1.6％，１１月・204頭・１．５％，および１２月・174頭

・２．３％であり，寄生を受けていたネコの約９０％（１９

頭中１７頭）が６～１２月に認められている．性別は雄

10頭（陽`性率1.3％)，雌９頭（0.9％）と性差は認めら

れていない．寄生数は宮崎肺吸虫１～19隻，平均５．３

隻，ウエステルマン肺吸虫２～14隻，平均６．３隻であ

った．No.１８のネコはその体重が1.7ｋｇと比較的小型で

あったにもかかわらず19隻の宮崎肺吸虫の寄生を受けて

いた（Table２)．Nos､１７～19のネコに関しては，その

肺における虫嚢数および位置について調べた．No.１７で

は虫嚢１個（右下葉)，Ｎｏ．１８では虫嚢10個（左下葉３

個，右中葉１個，右下葉６個）そしてNo.１９では虫嚢７

個（左下葉１個，右上葉２個，右下葉４個）が認められ

た．No.１８の右中葉の１個の虫嚢（１隻のみ寄生）を除

き,全ての虫嚢から２隻ずつの虫体が認められた.又得ら

れた19例全てにおいて，虫体は肺に形成された虫嚢から

回収され，胸腔内に遊離していた虫体は認められなかっ

た．ウエステルマン肺吸虫に関しては，全個体がその受

精嚢に精子を有するいわゆる有,性生殖型であった．

Figs、１a，１bMapofHyogoPrefecture・Ａｔｏ

Ｅ，Ｆ，ａｎｄＧｔｏＨｉｎＦｉｇ１ａａｒｅｓｉｔｕａｔｅｄｉｎ

Ｔｏban,Tanyu,andTajimaareas，respectively，

ｉｎＦｉｇｌｂ，Ｔｈｅｓｕｒｖｅｙｗａｓｄｏｎｅｅｘｃｅｐｔｆｏｒ
ｈａｔｃｈedarea．

の地名や町名を用いると煩雑となる．そのため著者等は

肺吸虫の寄生を受けていたネコの分布を表示する際，そ

の捕獲された個々の市・町名を記すとともに，著者等の

一部がすでに報告している県下のイヌ（宇賀ら，1982）

およびネコ（宇賀ら，1983）の寄生蠕虫類調査の際に採

用した区分法を用いた．この区分法は県下を行政および

地勢・気候等を考慮して７地区に分けたものであり，今

回の調査においては神戸地区を除く他の全てが対象とな

っている（Fig.１b)．この中で特に重要な東播および但

馬地区についてその地理的背景を説明すると，前者は瀬

戸内海に面して比較的気候のおだやかな地区であり加古

川およびその支流域に相当する．一方後者は日本海に面

し，冬場の降雪量も多く円山川およびその支流域に相当

する．

調査結果

調査の対象となった地区はFig.１ａに示した82の市お

よび町（斜線で示してある市・町は除く）である．各地

区についてそれぞれ１～132頭のネコを調査した結果，

総調査頭数1656頭のうち15頭（0.9％）から宮崎肺吸虫

（８４）
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TablelResultsoftheexaminationsforRzγα９０，２""zUs’"'Ｊｊａｚａ肋（Ｐ・ノル）

ａｎｄ〃'αgo"i""`szoesrer'"α"Z（Ｐ.［０.）inthecatscapturedatvarious

locationsofHyogoPrefecture

Ｎｏ．ｏｆｃａｔｓ

ｉｎｆｅｃｔｅｄｗｉｔｈ
Infectionrate（％）Ｎｏ．ｏｆｃａｔｓ

ｅｘａｍｉｎｅｄLocality＊
Ｐ.〃２． Ｐ.、． Ｐ,ノル Ｐ.zc、

Yachiyo

Kami

Naka

Kurodasho

Nishiwaki

Others

Kaibara

Others

Sekinomiyａ

ｌｚｕｓｈｉ

Ｏｔｈｅｒｓ

１
Ｊ
１
Ｊ
ｊ

仏
旧
に
①
⑮

２．０

２．２

００

０．０

０．０

０．０

０．０

０．０

１６．７

７．１

０．０

０．０

０．０

０．０

４９

４６

９８

６６

１３２

３１８

３１

１９４

６

１４

１５８

１９１

３２５

２８

８
１
３
１
１
０
－
１
０
－
０
０
０
－
０
－
０
－
０

1６．３

２．２

３１

１．５

０．８

０．０

３．２

００

０．０

００

０．０

０．０

００

０．０

１
１
０
０
０
０
－
０
０
－
１
１
０
－
０
－
０
－
０

Toban

(Ｆ）
Ｔａｎｙｕ

(Ｇ）

(Ｈ）Ｔａｊｉｍａ

Ｈａｎｓｈｉｎ

Ｓｅｉｂａｎ

Ａｗａｊｉ

Total 0.21656 1５ ４ ０．９

＊ＴｈｅｌｏｃａｌｉｔｉｅｓａｒｅｓｈｏｗｎｉｎＦｉｇｓ、１a，１ｂ、

感染例に関する報告は少ない．波部・浜島（1971）は熊

本県のネコから宮崎肺吸虫およびウエステルマン肺吸虫

の自然混合感染例を報告し，更にその後の調査ネコを加

えて計26頭中４頭（15.4％）に肺吸虫の自然感染がみら

れたと報告（波部，1979）しているが，その他はわずか

に浜島（1970）が佐渡島産のネコ３頭中１頭から佐渡肺

吸虫を，坂本ら（1977）が高知県産ネコの糞便から宮崎

肺吸虫の虫卵を認めている以外，自然感染の報告はみら

れない．今回著者等の経験したネコの肺吸虫の平均寄生

数は，宮崎肺吸虫5.3隻（最少１～最多19隻)，ウエステ

ルマン肺吸虫6.3隻（２～14隻）の結果を得た．又その肺

の虫嚢形成部位は右下葉に多く，横川・吉村（1960）が

報告した人体肺吸虫症16例および西田ら（1965）の３例

のイタチにおける成績と同じ結果であった．

兵庫県下における肺吸虫に関する報告は数多く見られ

(戸田,1950；藤戸・石原，１９５２；古田ら，1955,1958,

1958；増田・吉田，1959,1961；宮本，１９６１；冨村ら，

1964,1965；初鹿，１９６７；西村・山下，１９６９；西村ら，

1969；橋口・吾妻，１９８１；柴原，1982)，すでに本県が肺

吸虫の濃厚な分布地であることが知られている．東播地

考察

今回著者等が採用した封入標本作製法の一部（調査方

法の項で②に示した）は，高尾（1981）が報告した方法

を若干変更して行ったものである．本法は高尾（1981）

も述べている如く，虫体を直ちに処理出来ない場合，と

りあえず固定しておき後日処理出来るという利点をも

つ．著者等は19頭から得た106隻のうち約半数の虫体を

この方法で染色したが，従来の方法と比較してもその染

色性にほとんど差は認められなかった．

本調査は１年を通じて行なわれたが，肺吸虫の寄生を

受けていたネコのほぼ90％が６～12月に認められてい

る．サワガニが活動を開始し，ネコがそれを捕食してか

ら虫体が虫嚢を形成する問の時間的経過を考え合せれば

妥当な結果と考えられるが，肺吸虫は一度感染すると長

期間生存し続けることが知られており（横川，1979)，

１～５月に寄生率が低下した所見の説明はつきにくく，

今後さらに検討されなければならない．

従来ネコは採集したメタセルカリアから成虫を得るた

めの終宿主として広く用いられているが，肺吸虫の自然

（８５）
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Ｔａｂｌｅ２Ｅｆｚ７ａｇｏ"i"l"ｓ〃ｚｚＪａｚａ肺ａｎｄＰｎｒａｇｏ"〃"szuesre7mα"ｉ
●

foundfromcatsinHyogoPrefecture

Ｎｏ．ｏｆ
●

paras1te
detected

Ｃａｔｓ

Locality IdentificationＮｏ． Ｄａｔｅ

SexWeight(Ｋg）

１９８１

１Ｍａｙ２６ＮａｋａＭ＊

２Ｊｕｎ、２４YachiyoFT

３〃２４ノノＦ

４Jul．３〃Ｍ

５０ct．lＫａｍｉＭ

６Ｎｏｖ，６IｚｕｓｈｉＭ

７〃１６YachiyoM

１９８２

８Ｊｕｎ、２２ＫａｍｉＭ

９ＪｕＬ８YachivoF

10〃８〃Ｆ

ＵＳｅｐ、１６〃Ｆ

ｌ２０ct．５ＮａｋａＦ

１３〃２７ＹａｃｈｉｙｏＭ

１４Ｎｏｖ、２２KurodashoM

l5Dec．８ＮａｋａＭ

１６〃９KaibaraF

17〃１７ＹａｃｈｉｙｏＦ

１８〃２７ＮｉｓｈｉｗａｋｉＦ

１９８３

１９Mar、１７ＳｅｋｉｎｏｍｉｙａＭ

０
７
８
８
２
２
７

●
●
●
●
●
●
●

３
２
２
２
４
６
２

０
２
２
２
４
７
２

１

０
つ
〃
し

●
勺
〃
し

肺
趣
賊
肋
肺
獅
肺

麺
銅
麺
璽
麺
〆
率

α
〃
Ｚ
α
ａ
α
○
丁
し
α

・
妙
盛
・
ひ
．
妙
・
妙
函
・
Ｕ

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

●
●
●
●
●
●
Ｃ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｐ・zUes/e7wza7zz

P．?"ｚｙａｚａたｉｉ

Ｐ．〃２２０ﾉαzαただ

Ｐ．”ツα之αたが

Ｐ．〃ｚｚｙａ室ａｈｉｉ

Ｐ．'"ｚｌｙａｚａたｉｉ

Ｐ．〃ｚｚｙａｚａた/ｉ

Ｐ・ｍｚｙａｚαただ

Ｐ・mLyazαただ

Ｐ．〃zzツαＺｒαたｊｉ

Ｐ・mzJﾉａｚａｆｉｉ

２
５
１
０
３
３
７
９
０
７
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
２
２
３
３
３
１
３
３
２
１

２
２
２
０
６
２
４
１
３
２
９

１
１

１

２．９ 1４ Ｐ・zUesZelwza7zz
U

＊Ｍ：Male， ↑：Ｆｅｍａｌｅ．

著者等の得た結果も，前述のサワガニの調査成績とほ

ぼ同様な傾向を示した．すなわち宮崎肺吸虫は瀬戸内海

側の加古川上流域の東播・丹有地区に，ウエステルマン

肺吸虫は日本海側の円山川上流域の但馬地区に分布して

いた．しかしウエステルマン肺吸虫は東播地区にも分布

しており，特に八千代・加美両町にはこれら両種の肺吸

虫が分布することが明らかとなった．さらに著者等の一

部はイヌの蠕虫類疫学調査の際（宇賀ら，1982）但馬地

区（その詳しい町名は不明）から宮崎肺吸虫寄生犬を認

めており，その分布状況に差はあるもののこれら両種の

肺吸虫は広く県下に分布していることが考えられる．

淡路地区のネコからは肺吸虫の寄生は認められなかっ

た．橋口・吾妻（1981）は同地区において291匹のサワ

ガニを調査した結果，全て陰性であり，第１中間宿主で

あるホラアナミジンニナの生息も確認し得なかったと報

告しており，少なくとも淡路（島）には宮崎肺吸虫は分

布していないものと考えられる．

区における過去の調査は増田・吉田（1959,1961）によ

り行なわれ，サワガニからのメタセルカリアをイヌに与

えてウエステルマン肺吸虫を得たと報告している．しか

し当時は宮崎肺吸虫に対する知見がなく，冨村ら(1964）

が再調査したところ宮崎肺吸虫のみが分布していたこと

が確認された．その他冨村ら(1965)，西村・山下(1969）

および西村ら（1969）も東播および西播地区のサワガニ

から，初鹿(1967)は西播地区のイタチから宮崎肺吸虫を

認めている．一方但馬地区における報告は吉田ら(1955,

1958）によってなされているが，宮崎肺吸虫の存在が明

らかになった後の報告としては柴原（1982）によるもの

がある．柴原（1982）は円山川上流を調査し，3201匹の

サワガニ中876匹（27.4％）からウエステルマン肺吸虫

を認めている(宮崎肺吸虫は認められていない)．すなわ

ち過去の報告では東播地区には宮崎肺吸虫が，但馬地区

にはウエステルマン肺吸虫（大平肺吸虫が分布すること

も知られている（古田ら，1955)）が分布することが示

されて来た．
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! Abstract I

ON THE NATURAL INFECTION OF PARAGONIMUS SPP;

IN CATS IN HYOGO PREFECTURE

Shoji UGA, Takeo MATSUMURA

(Department of Medical Zoology, Kobe University School

of Medicine, Kobe 650, Japaii)

Tosao YAMADA, Tomio ONISHI, Masayoshi GOTO

(Animal Administration Office of Hyogo Prefecture, Hyogo

Prefecture 673-14, Japan)

AND NOBORU KAGEI

(Department of Parasitology, National Institute of

Health, Tokyo 141, Japan)

During the period from April 1981 to March 1983, the natural infection of lung flukes in

stray cats was surveyed in Hyogo Prefecture.

A total of 1656 cats, 745 males and 911 females, were examined and 2 species of lung flukes

were detected from 19 (1.1%) cats. They were Paragonimus miyazakii Kamo, Nishida, Hatsu-

shika et Tomimura, 1961 and Paragonimus westermani (Kerbert, 1878), and their infection rates

were 0.9% (15 cats) and 0.2% (4 cats), respectively. The mean number of parasites harbored in

cats was 5.3 for P. miyazakii and 6.3 for P. westermani and all parasites were found from the

cysts in the lungs. No mixed infection of the two species was observed.

P. miyazakii was found in Toban and Tanyu areas which are situated at the upper basin

of the Kako River facing to the Inland Sea. Contrarily, P. westermani was mainly found in Tajima

area which is situated at the basin of the Maruyama River facing to the Japan Sea. This parasite

also occurred in Toban area.

Thus, it is shown that the two species of lung flukes occurred at Yachiyo and Kami-cho in

Toban area.
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